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tの営業時間 9:30-20:00          の営業となります。

ヨ曜日は定体日です !!__お間違えのなきよう。

癬  .ゎ了慧繁711こ憲l電
『『fri藉どの工芸占Lと雑貨のみが 1割引0

■カムカムセール (5%師)は、毎月 25・ 26日 です !

(お米・書籍・カーボン・調理品。値引き商品は対象外となりまつ

纂 ム゙イギ
t(購

tFs:∬ Zぐれ鴻穐鑓鰺壕‡諄聰 ′C鬱 麟

●近くの塩屋さんの大きな梅の本が今年も上の方から桃色の花が色づき始め、春の到来を目

で感じることができました

また、昨年の秋、私が幼いころから鰻ひとすじ、営業している「魚栄」さんも、平の田町

から古鍛冶町へ移り、神社の階段をはさんでお隣りさんになり営業を再開しました。庭には

やはリピンクの可愛らしいしだれ梅があり、その姿に足がとまり、笑みがこ|まれました

善林庵のしだれ梅は、魚栄さんと申し合わせたわけでもないのに、偶然にも白色のしだれ

梅も神社の階段をはさんで右と左、紅自の梅也でしょう力ゝ 春のかすかな足音が近づく景色

に、痛んだ身も心も癒されました

魚栄さんの建物の夜景は、京都中京区あたりの落ち着いた食事処の雰囲気を醸し出してい

るようで、温かな灯りを目にすると心がほっこりします。

●梅の余韻に浸る間もなく、すでにただいまは桜の季節、塩屋さんの梅が終わりを告げるこ

ろ、いわきでは一番早い?|のではないかと思われる早咲きの桜が咲き始めます。遠くから観

るのも良し、でも私は必ず満開のころ、桜の花の下まで行つて、桜の花を下から眺めます。

桜の花と一体とまではなかなかなれませんが、青空をバックに、愛おしさが募ります。

桜の季節は入園、入学、卒業など、人生の節目の時期でもありますね。若いお母さんたち

は、期待に胸ふくらむ時にあたるでしょう力、

古希を前にする私には、遠―い音を振り返つてみると記憶はまだら模様6お店と年子 3人

の娘の子育てで無我夢中、ゆつくりと桜を愛でる時間などなかつたように思いま丸

年を重ねるうち、人間も
″
しかり、桜とて同じ一期一会だと思い、接するようになつてきま

した
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すべての人ではないにしろ、私たちの本当の気持ちを他県の人たちが知らないのは仕方が

ないとしても、まるで福島で何事もなかったかのような空気感が広がりつつあるように思い

まづLこれは単なる福島の問題というより、これだけ全国に存在する原発、自分の身になっ

て考えなければいけない事例なのに、人間の愚かさをしみじみ感じます。

極論を言わせてもらえば、狭い島国日本、子々孫々のためにも、放射能の島にしないでほ

しいと切に思いますし、ただいまは三権分立、政権になびかずの司法の独立を唯 願々うのみ

で九

●政府は、主な復興の一環として、住民は地元に戻るよう言つております。おツムの弱い私

でさえ、政府の思惑は見えるものの、長く住んでいた年配の人たちはなおさらのこと、どの

人も帰りたい気持ちは強いと思いますが、この問題はその人たちの判断に任せるほかないの

か。・…。と思つてしまいます。

●私を含め、多くの人たちは、福島第一原発では、今でも「原子力緊急事態宣言|が継続中

であること、忘れている人たちがいるのではないかと思つています。娘には、車のガソリン

は常に満タンにしておくようには常々言つていますが。

●原発事故から6年の歳月が過ぎました。事故直後、一般人の被ばく放射線量は年間 20ミ

リシーベル ト (平常時は 1ミ リシーベル ト)と決められましたが、その基準は据え置かれ、

それが解除の基準に置き換えられたとのこと(20ミ リシーベル トは放射線作業従事者が5年

間で浴びていい累積線量だそうです)。

富岡、浪江等の避難指示解除、私など、大丈夫なのかしらと常に思つてはいましたが、緊

急事態時の避難指示基準

“

ミリシーベル トのままということで、若い人たちの帰還、特に

小さな子供さんがいる人たちは、このようなことを踏まえ慎重に判断していただきたいと思

つています。
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●自然災害の恐さを充分身に辛きみながらも、自然に生かされている私たち人間は、また自然

に癒されることがなんと多いことかと感じるこのごろです。古い歌の文句ではありませんが、

ああ、それなのに、それなのに・…・・?!です。

そのすばらしい自然を破壊するのも人間。最たるものは、悲惨な戦争にはじまり、一度大

きな事故が起きると、一瞬で不毛の地帯と化してしまう原発の礼 この地震大国によくも

まあ、多くの原発をつくったものだと。いずれ、人類にとって原発の存在は、世界中の最も

難しい課題になるであろうと思つています。

●福島の “復興"と 叫んでいるものの、力ヽ す声は時折聞こえるものの、私たちの思いとは別

に各地で原発の再稼動容認の判決が出ている状況です。くやしくてなりません。

確か大津地裁だったように記憶していますが、裁判官の判決主文は、事実を的確によく調
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●玄米がまだ市民権を得られないころから続けてきた “食養"マクロビオティック、40年以

上の月日が過ぎました

『あまから通信』を、自然食通信というよりは、その時々感じたことを食を中心に1カ月

に1回出し続けてきて、震災後は3カ月に1回になつてしまいました

いろいろな思いと人災への怒り、心身の疲れからくる極限状態の体調を考慮に入れ、思い

切つて決心し、日々 の新聞の大越章子さんにフォローしていただき、『マクロビオティック

つれづれ日証』を一冊の本という形にしました。食養の道を歩んできた私の食に対する遺言

状?1のつもりで誕生させた本でもありま丸

食養の中の食に関する “正質 'は、20代のころの病気の後、命がかかつていたので、かな

り厳格に実行したお蔭で今日の私があると思つています。

昔は、薬漬けの身体でしたが、20才後半から現在に至るまで、いつさい薬のご厄介になる

こともなく過ごしてきました。食物=薬という考えなので、体調を崩した時は、台所にある

食物を薬として使つています。

長い間、食養人生を歩いてきて、いろいろ失敗もしましたが、生きている限りは一生学び

だなあとつく
｀
づく思つているところです。

●原発事故後、この2-3年、看病疲れ、心身の疲れ、特に心が乱れている時、いい食材で

も、食物をよく噛んで落ち着いて食がることはなく、何のことはない、自分の行いが身体に

答えとして返つてきたのでしょう。しかしながら、夜はお腹が苦しくて眠れず、あまりにも

今まで経験したことのない毎日違つた療大で苦しみました。

長いこと、午後は部屋にこもり、自分でできる手当に専念していました

自分の顔の望診からしても、かなり重症だったと思います。娘たち、スタッフには、心配

やら迷惑をかけてしまいました。私も命と向き合わざるを得ませんでした。検査だけでもと

言われましたが・…・・。

次々、襲つてくる症状にあせりにあせりました。しかしながら、このような結果を招いた

のは己の責任、そうとは知りつつ、くじけそうになったこともありました

そんな時、二女から “喝"| ′L洒己しての言葉でしょうが、娘たちは母親には厳しいこと

この上なしというところでしょう力、

よ―く考えてみると、生来の弱さ、プラス、3年以上かかってつくつた?l病気 (症状)を数

力月で治そうとは虫のいい話で、倍以上かかるつもりで手当していこうと思つたら、少し気

持ちが軽くなりました

再び食の原点に戻らなければと思いました。ところが、甘やかされて育ち、意志の弱さは

人一倍な人間なので、若いころのようには食のコントロールがなかなか難しいと感じるこの

ごろで丸

●重症になればなるほど、手当は必要ですが、あくまで最終的には日から入る食物がキーポ

イントとなります。ようやく最近、小さな光が見えてきたかなぁと思い、通信を書いている

状態です。参考になるかどうかわかりませんが、ここまで私が手当で使用したものを書き出

してみたいと思います。
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●食養の手当の基本である生姜湿布と里芋パスタ、

生姜湿布は、血液の流れを促し、痛みをとつてくれますし里芋パスターは、里芋はアルカ

リ性がかなり強く、炎症を抑えてくれたり、腫瘍などの毒素を吸い出してくれる作用を持つ

ています。

●黒田式太陽親

生姜湿布をする時間や体力がないときには、炭素棒(カーボン)で、身体の部分に光を当て

ますb効用は生姜湿布と同じですが、微妙な違いは感じます。ただ、自分で背中の生姜湿布

はできないので、背の違和感や痛みがあるときは、光線を使用しました

また、内からの手当として、背は陽性な部分なので、薄い梅生番茶に多めの大根おろしを

対 して鯵 ました

自分でやる生姜湿布は、温度の具合といい、娘たちにやつてもらうより効果は落ちますれ

●千年灸を使つて、手のひらと足裏のつぼを刺激し、お腹の具合が悪いところを聞接的に刺

激しました

また、自分の特に右の手のひらを使つて違和感のある部分に、寝るとき、朝起きる前に手

を当て続けました

感じる手になっていると、悪いところは手のひらが感知すると同時に、治療にもなるんで

すれ これはだれもが持つているパワー (氣)で、人によって強弱の差はあるものの、すば

らしい手当法です。宗教ではありませんが、取り入れているところもあるようです。

人間の身体の手のひらと足の裏からは、氣=エネルギーが特に出ています。手のひらの氣

の入つたおにぎりなどはひと味違いますι手のひら療治という昔からの手当法です。

これらを外からの手当として使い、また、内からの手当として、梅生番茶、大根おろし入

梅生番茶を中心に身体を整えていきました。食養人としては劣等生、恥ずかしながらの話を

書きましたが、梅の話から始まり、次に桜の話、とうとうただいまは青葉の季節になってし

まいましたЭ                                `

●磯貝先生の正食医学講座あたりから、受講を最後まで聞くことができました。ありがたい

と思つていますЭ

このごろ、まわりで、

ようになつてきました。

しようと思つています。

●『マクロビオティック つれづれ日訓 は、市内のヤマニ書房さん、鹿島ブックセンター

さんでも置いて下さつています。また、いわき市内のすべての図書館、福島の県立図書館に

寄贈させていただいているので、よかったら読んでみて下さし、何かひとつでも食のヒント

になるものがありましたら幸いです。

そんなわけで、以前のようにはいきませんが、身体が許す限り、不定期ですが『あまから

通信』を書いていこうと思つています。
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がんはもちろんですが、頭の病気、脳梗塞、脳出血が多くみられる

次回、磯貝先生には、食養からみた、この頭の病気の講義をお願い
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●参考までに、手と足のつぼの図を載せておきます。灸でなくとも、自分でつばを指圧され

てもよいと思いま九

手のひらを静力ヽ こ当てる、手のひら療治ですが、静力ヽ こさするのも同じ効果があります。

応用してみて下さしヽ 手の指の違和感は内蔵につながつており、指によつて、大腸、胃など、

その時の異常がわかるものです。

以前、通信に何回か書きましたが、自戒をこめて、再び書いておこうと思つています。

●故元東大寺管長の清水公照さんの文から。

この「ようこそ、ようこそ」ええですな。お互い人生なにがあるやらわかりませんわな。

あんたら、まだまだいろんなことがありまつせ。いろんな目にあわされるはずですわ。

悲しい目にあえば幸いやろし、嬉しい日にあえば有頂天にもなるやろが、なにごとも「俺

一人が」と気張らずにねぇ。肩を張らずにやっていきなされや。源左さんみたいに逆境でも

なお「ようこそJと は言えたものではないやろうが、せめて心がたつてくるときなりとねぇ、

「ようこそ、ようこそ」と言つてみましょうや。まじないでもええがな。

気管支
A"

凍゛
肺

ｃ‐ 子
～

婚
仁甲ι冴あごいク

・数 ,`,171,ラit二

‐ノ咤 ″盈
励 りれ 」々易性

賜 物 脅涯
彫獅 彪
多lプリあノ行♂″

融
田　
胃
碑

めθ″ノjけ

ら、笏影夭

協
`

〆
ま

竃

竃

鷺

電

ボ

争

警

で

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

十二指腸
A10

腎臓
J23

小腸
A4

外性器
Al

にある各内艤諸器官のツポ

5

刻ヽЭ乃

図‖ “てのひら"



乱
｀

力 ?
T
奮

し
｀

鰊

鰊

哩

藤

錮

紅

Ｔ

　

ヅ

翻

　

轟

螂

躙

薄

酔

蒻

軸
躍
鶴

●

庭準暮

′ヽ
・立

り

ｔ
Ｂ

■

３

ｔ
奉鸞ム

ら

゛
電考31峰 多む

仏 鳥tナ ゴ1摯

ついR
ιζ

轟

ま
た
潔
玉
鴨

鶴

・、各
難

霧
与
計
卜
と

♂ 喫 撃ヽ t‡ 日戦 :lでヽた 、電
偽手ギ鑢 げい 挙

ぉ暉雀や1° Fttbホ 料|ま、自総誨亀‐スボ議桂樹l ritι I勝裁

孝ttr t律ゎず:こ イ乍ら1た藻繊・力。/11-ぽラ由れ恥

轟島Q品 ■4糞ゎせてもら,て います。

■
1ル

名爆
‐訓目|け パ

ー囁 諄 口ヽ・7｀ ハチヨ 認 今年場#●

デだしも繊れば1ヽ 魚序卜な 際た 糾 増 ぜT_

ふ` 安ヽレ・ヽ弩レ1

●す£`L、 強赫た》ぷPサ |ザ す`、
郡訓が _



形 凝

冨」ξ撃1空

上部リンノ

腋窟リンパ腺

肝臓

腹腔神経叢

上行結腸

回もう弁

虫垂

脳下垂体

頭蓋底

/1ヽ 1図

耳管

副甲状腺

気道・食道・

気管支

螂亀黎
副腎

ゆう●」ん

幽 P電

十二指腸

輸尿管

1労月光

r~~‐
~‐・‐……一―ツ :T

!   うらないてい

|:量曇
庭

靱夢熙攀鑽F√ぜ罐どI事

{腎 茫箱》ゲ 電譲

斃 10-魂
趙 盪 ‡纂炊 熙朦 楊

滲罠

鞣

尾骨

Ъ
Ｉ 右足と左足では、反射区の位置が少し違います。もむ前にきちんと確認しま

しょう。

ンなど

警
睦

欝ξ亀√∫
卜鷲



さん さ しんけい

三叉神経

脳下垂体
す がいてい

頭蓋底

/」 1ヽ図

せA/

上部リンパ腺
ふくこうしょうせん

副甲 状 腺

副腎

腋嵩リンパ腺
気道・食道
気管支

ふくくうしんけいそう

腹腔神経叢

月IF電

哺
腸

”
結

恥
行

か
下

えすしようけつちよう

S l犬 糸吉骨易

蒟
脱

間
膀

わ
骨

び
尾

一ヽ― ‐́́一 |プ r
ううないてい

③裏内庭

③湧泉

0足心

◎失E民
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